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 組  番 名前（            ） 

P174～175 

めあて 欧米列強の侵略と日本の条約改正はどのように進められたか調べよう 

・資本主義の発展とともに、欧米の列強がアジア・アフリカに植民地を広げる 

             →イギリス、フランス、ドイツ、アメリカなど 

⇒（①        ）…軍事力で経済活動を進め、勢力を広げる動き 

○条約改正の実現 

・（②        ）…外務大臣の井上馨が鹿鳴館で舞踏会を開くなど 

・ノルマントン号事件をきっかけに不平等条約の改正を求める世論が高まる 

・1894年（③        ）が領事裁判権の撤廃に成功 

 

○東アジアの情勢 

 

 日 本             清   

 

 

          朝 鮮   

  

ロシア…シベリア鉄道を建設して東アジアに進出 

 

P176～177 

めあて  日清戦争はどのように起こり、どのような結果をもたらしたか調べよう 

・朝鮮で（④          ）が起こる 

 背景 日清両国の対立で朝鮮の政治、経済が混乱 

    外国人排除、政治改革を求めて農民が蜂起 

     日本  →  朝鮮  ←  清 

         出兵          出兵 

  ⇒1894年（⑤        ）へ発展   

結果：日本の勝利 

・1895年（⑥        ）を結ぶ 

 

 

 

 

 

 

○日清戦争後の日本 

・軍備の拡張、工業化 → 藩閥政府と政党（民党）との協力が必要 

・伊藤博文が（⑩        ）を結成 

魚つりの会 作：ビゴー 

勢力争い 

日朝修好条規 朝貢関係 

Ｑ：３人の人物と魚はそれぞれどこ

の国を表していますか？左の東アジ

アの情勢を参考に考えよう。 

・清は（⑦      ）の独立を認める 

→1897年国名を大韓帝国（韓国）に改称 

・清は（⑧       ）、台湾、澎湖諸島を日本にゆずりわたす 

→台湾総督府を設置し、植民地支配を進める 

・清は日本に賠償金を支払う 

（⑨          ） 

…ロシア、ドイツ、フランスが、

日本が獲得した遼東半島を清に

返還するように要求。 

→返還後、ロシアが遼東半島の旅

順と大連を租借 


